






〔はじめに〕 

 白血病は過去 30 年間の治療法の進歩によって,すべて致死的であった時代から,病勢を

ある程度抑圧し,患者の生存期間をある程度延長し得る時期を過ぎて,長期間の再燃,再発

が起きずに治癒と見做し得る症例が段々増加している現状になってきている。 

 本邦の小児期白血病の治療成績は,小児期に最も多い病型である common 急性リンパ性白

血病(common ALL)のスタンダード・リスクのものでは,すでに 70%以上のものの“治癒"を

期待し得るような治療法が確立され普及しつつあり,急性非リンパ性白血病(ANLL)でも初

回寛解率 60～80%程度となり,治癒と見做されるものも 20%近くになってきている傾向が窺

われ,世界のトップレベルの成績に遜色がない。 

 治療法の著明な進歩による長期生存例,“治癒"例の増加に伴って,小児期に発生した白血

病患者の,生涯に亘る生存の質(quality of life)が今後の大きな課題であり,その追跡結果

によっては,治療法の改善の指標として重視されなければならない時期が到来しているも

のと考えられる。 


